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2026年３月期 通期連結業績予想値と実績値との差異及び 

通期個別業績と前期実績との差異に関するお知らせ 

 

2026 年２月 13 日に公表しました 2026 年３月期（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日）の通期連結

業績予想値と本日公表の実績値に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

また、2026 年３月期の通期個別業績につきまして、前期実績値との間に差異が生じましたのでお知

らせいたします。 

 
記 

 

１. 通期連結業績予想値と実績値との差異について 

（１）2026 年３月期通期連結業績予想値と実績値との差異（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主 
に帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

34,500 
百万円 

1,000 
百万円 

1,050 
百万円 

1,400 
円 銭 

157.97 

実 績 値 （ Ｂ ） 35,446 1,199 1,196 1,889 214.12 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 946 199 146   489 － 

増 減 率 （ ％ ） 2.7 19.9 13.9 35.0 － 

（ご参考）前期実績 
（ 2025 年３月期） 

32,582 935 1,024 777 83.36 

 

（２）差異の理由 
 

売上高は前回予想に比べ若干の増収となりました。営業利益及び経常利益につきましては、増収の

影響に加え、生産性の向上と固定費の削減等、利益創出に向けて取り組んだ結果、外注費・原材料価

格等の高騰や一部の棚卸資産の評価減の影響がありましたが、前回予想に比べ増益となりました。 

また、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、経常利益の増益に加え、投資有価証券売

却益を特別利益として計上したこと等により、前回予想に比べ増益となりました。 

 

 

 

 

 

 



２．通期個別業績と前期実績値との差異について 
（１）2026 年３月期通期個別業績と前期実績値との差異（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前 期 実 績 値 （ Ａ ） 
百万円 

24,649 
百万円 

518 
百万円 

1,012 
百万円 

586 
円 銭 

62.92 

当 期 実 績 値 （ Ｂ ） 27,233 475 1,007 1,703 193.01 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 2,583 △42 △4 1,116 － 

増 減 率 （ ％ ） 10.5 △8.3 △0.5 190.3 － 

 

 
（２）差異の理由 
 

通期の業績につきましては、売上高は、移動通信関連分野において通信品質改善に向けた一部の顧

客の設備投資需要が回復していることに加え、固定無線関連分野及び防衛関連分野において需要の

増加が継続したこと等により、前期実績を上回る結果となりました。 

また、営業利益及び経常利益につきましては、増収の影響に加え、生産性の向上と固定費の削減等、

利益創出に向けて取り組みましたが、外注費・原材料価格等の高騰や一部の棚卸資産の評価減の影響

から、前期実績に比べ微減となりました。 

当期純利益につきましては、前期は連結子会社の固定資産の減損損失を計上したこと、当期は投資

事業組合運用益を特別利益として計上したこと等により、前期実績に比べ増益となりました。 

 

 

以  上  


